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§1.老朽化対策における基本方針 

1.1 基本的な⽅針 

【⽅針 1】⽇常的な維持管理の実施 
橋梁を良好な状態に保つために、⽇常的な維持管理として、パトロールや清掃、排⽔桝の⼟
砂撤去などを⾏うとともに、損傷の早期発⾒、早期対応に努めます。 

【⽅針 2】点検による状態の把握 
点検により橋梁の状態を把握し、利⽤者が安全に利⽤できるように努めます。また、劣化
度合などから補修時期、補修⽅針を決め修繕計画に反映させます。 

 

 
―橋梁点検体系図― 

 
【⽅針 3】持続可能な維持管理の実現 

橋梁の維持管理の取り組みを計画的かつ効果的に進めるために 『点検』 ・ 『診断』 ・ 『措置』 ・
『記録』のメンテナンスサイクルを構築し、持続可能な維持管理に取り組みます。 

 
―メンテナンスサイクル― 

 

橋梁点検 通常点検（パトロール）
通常点検とは、損傷の早期発見を図るために、道路の通常巡回として実施するもので、道路
パトロールカー内からの目視を主体とした点検

定期点検（5年ごとに1回実施）
定期点検とは、橋梁の損傷状況を把握し損傷の判定を行うために、頻度を定めて定期的に実
施するもので、近接目視を基本としながら目的に応じて必要な点検機械・器具を用いて実施
する詳細な点検

異常時点検
異常時点検とは、地震、台風、集中豪雨、豪雪等の災害や大きな事故が発生した場合、橋梁
に予期していなかった異常が発見された場合などに行う点検

詳細調査
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1.2 ⻑寿命化修繕計画の目的や対象施設 

目的 
駒ヶ根市が管理する橋梁は R6 年 2 ⽉時点で 374 橋あります。 
このうち建設後 50 年を経過する橋梁は 152 橋（41％）となります。20 年後には 332 橋（89％）と増
加し、⼤半の橋梁が⾼齢化橋梁になり、維持修繕に係る費⽤が急増することが想定されます。 
 
維持管理を計画的に実施し、最適な対策時期、対策規模を計画することで⻑期的視野に基づき橋梁の
健全性を保持するとともにコストの縮減及び維持管理費⽤の平準化を目的としています。 
第 3 期計画では２巡目定期点検の結果に基づき、第 2 期計画の更新を⾏います。 
 
対象施設 
対象施設は駒ヶ根市が管理する橋⻑ 2ｍ以上の道路橋です。 

 
―建設後 50 年以上の橋梁の推移― 

 
―駒ヶ根市管理橋梁の架設年度分布― 

架設年 

橋
梁

数
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1.3 計画期間 

計画期間は R６年度から R１１年度です。 

1.4 管理施設数 

第３期計画では、全管理橋梁である 374 橋を計画対象としました。 
対象橋梁は付属資料１にまとめました。 

1.5 健全性の判定区分の割合 

損傷状況の把握 
駒ヶ根市では「道路橋定期点検要領」（国⼟交通省 道路局）を⽤いて、令和元年度から令和５年度に
全管理橋梁に対して２巡目の定期点検を実施しました。 
定期点検では、部材単位の健全性と道路橋毎の健全性について、次の 4 段階区分を⽤いて診断します。 
橋梁定期点検 健全性の診断区分 

 
定期点検結果のまとめ(R1〜R5 年度) 

 
「道路橋定期点検要領とは」 
平成２５年６⽉に道路法が改正され、平成２６年６⽉には国⼟交通省より「道路橋定期点検 
要領」が作成・通知されました。 
以前は、橋梁点検における点検⼿法や健全性の評価⽅法などは、各⾃治体の判断に委ねられていまし
たが、これにより点検⼿法および健全性の評価⽅法の統⼀化が図られました。 
そして、同年７⽉には改正道路法が施⾏され、５年に１回の頻度で道路橋の外観性状を⼗分に把握で
きるまで近接し、目視することが基本とされています。平成３１年３⽉に改訂されています。 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観
点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措
置を講ずるべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性
が著しく高く緊急に措置を講ずるべき状態

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
44 業者委託
41 駒ヶ根市
12 業者委託
37 駒ヶ根市
11 業者委託
23 駒ヶ根市
68 業者委託
51 駒ヶ根市
51 業者委託
36 駒ヶ根市

合計 91 256 27 0374橋

119R4

49R2

R5 87 11 67 9 0

0117533

R3 34 2 30 2 0

022621

実施年度 点検数(橋) 点検者
道路橋毎の健全性の診断

R1 85 24 58 3 0



4 
 

1.6 修繕等措置の着⼿状況 

第２期計画、直近の点検結果に基づき、判定Ⅲとなった橋梁から修繕またはボックスカルバート
への架け替えをしています。 
 
R1〜R６年度に対策した橋梁⼀覧 

 
 

〈架替の事例〉⽚橋 1-7 

 
 
 
  

対策
1-96橋 大津戸橋2-7

猪子入橋2-63 1-99橋

下曽倉橋2-34 2-35橋

大角橋2-46 1-40橋

2-42橋 松木平橋2-98

岩田平橋1-239 こまくさ橋1-295

万世橋1-17 高烏谷橋3-3

1-303橋 1-87橋

片橋1-7

六合橋1-51

常盤橋1-50

架替

補修

橋梁名

架替前 架替後 
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1.7 対策の優先順位の考え⽅や目標 

計画的に修繕・架け替えを⾏うため、優先順位付けをします。 
駒ヶ根市は【橋の健全度】と【橋の重要度】を⽤いて設定しています。 
 
【橋の健全度】…橋梁定期点検の結果 

健全度の悪い、傷みの⼤きな橋から修繕を⾏います。 
【橋の重要度】…架橋条件における重要性 

重要性の⾼い橋から修繕を⾏います。 
社会的重要度の判定に⽤いた項目 

 
  

評価項目 評価区分
道路種別 緊急輸送路

１級
２級
その他

路下条件 跨線橋・跨道橋
※橋下の状況 天⻯川・太⽥切川

上記以外
添架物(種別、用途が明確なもの) 有

無

孤立橋 該当する
※橋がないと完全に孤立してしまう地
区や⺠家がある 該当しない

人口集中地区(DID) DID地区内
DID地区外

橋⻑ 15ｍ以上
15ｍ未満

※橋に取り付けられている水道管や通
信線など



6 
 

§2.新技術等の活用方針 

2.1 新技術等の活⽤に関する考え⽅や取り組み 

橋梁の点検・診断や⻑寿命化修繕⼯事を実施するにあたり、点検⽀援技術の活⽤、修繕⼯事に
おける新材料や新⼯法の活⽤に向け、導⼊の検討をすすめ点検効率の効率化や補修コストの縮減
に努めます。 
[点検における新技術の例] 
・3D データを活⽤した⼩型橋梁の点検・変状調査技術（KK-220037-A） 

桁下空間の狭い⼩型橋梁 （床版橋 ・溝橋）にお
いて、複数カメラにて写真撮影し、多視点ステレオ
写真測量の技術にて、3D モデルデータ （合成写真）
を作成し、橋梁の維持管理 （点検 ・措置）等多目的
に活⽤できるシステム（NETIS 掲載概要より引⽤） 
・従来⼯法との⽐較 

経済性 ⼯程 品質 

約 20％向上 約 15％短縮 向上 

 
 
[補修⼯法における新技術の例] 
・伸縮装置及び床版防⽔の⼀体化⼯法 ( CB-170021-VE) 

伸縮装置設置⼯と床版防⽔⼯を個々に実施する
従来⼯法と⽐較して、床版防⽔層を形成する防⽔材を
⼀体化して施⼯することで道路橋に⾬⽔等の⽔分浸
透を防⽌して橋梁の劣化を抑制する⼯法。（NETIS 掲
載概要より引⽤） 
・従来⼯法との⽐較 

経済性 ⼯程 品質 

約 15％向上 約 50％短縮 同程度 

 

2.2 新技術等の活⽤に関する目標 

令和 11 年までの 5 年間で全管理橋梁に対して新技術の活⽤を検討し、従来点検や従来⼯法と⽐
較して、年予算額の約 10％のコスト縮減を目指します。 
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§3.費用縮減に関する具体的な方針 

3.1 費⽤縮減を図るための考え⽅や取り組み 

第 2 期計画に引き続き『予防保全型』の維持管理を実施し、維持管理費⽤の縮減に努めます。 
 
予防保全型管理とは 

橋梁の劣化の進⾏を予測し、損傷が重⼤となる前に維持補修を⾏う管理⽅法です。損傷が軽微
な段階で対処するため損傷の早期発⾒および補修が可能となるため、橋の⻑寿命化を図ること
ができます。 
これに対し対症療法型とは損傷が重⼤となってから維持補修を⾏う管理⽅法です。 

 
 
 
対象橋梁ごとの事業計画⼀覧を付属資料２にまとめました。 
  

良 ⾼ 



8 
 

 

3.2 費⽤の縮減目標 

⻑寿命化修繕計画による効果を試算しました。 
今後 50 年間における維持管理型の事業費は従来の対症療法型に⽐べ、61 億円のコスト縮減効果
が⾒込めます。 
 

50 年後の効果 
対症療法型 308 億円 

− 予防保全型 247 億円 
効果       61 億円(19.8%) 

※効果百分率の計算＝(効果)÷(対症療法型累計)×100 

 
  

61 億円の縮減 
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3.3 集約化・撤去・機能縮⼩などによる費⽤に縮減に関する⽅針 

  橋梁点検により損傷の状況を確認しながら、安全確保上最低限の対策を⾏い、損傷が進⾏した段
階でボックスカルバート等への更新の可能性を検討します。また、迂廻路の有無、利⽤状況を鑑み
て集約、撤去の検討を⾏います。 

 
短期的な数値目標とコスト縮減効果 

駒ヶ根市では令和 7 年度に 1 橋の撤去を計画しています。 
撤去により管理維持費がかからなくなり、年事業費を 5000 万円としたとき、1 年間で 27.8％の縮減
効果となります。（直近 5 年間の補修費(想定)6600 万円、定期点検費⽤ 350 万円） 
撤去対象橋梁：⼤徳原橋 

 
 
 
  

Google map 
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全管理橋梁一覧（1） 
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全管理橋梁一覧（2） 
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全管理橋梁一覧（3） 
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全管理橋梁一覧（4） 
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全管理橋梁一覧（5） 
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全管理橋梁一覧（6） 
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全管理橋梁一覧（7） 
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事業計画一覧(1) 
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事業計画一覧(2) 
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事業計画一覧(3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(5) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(6) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(7) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(8) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(9) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計
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事業計画一覧(10) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜凡　例＞

点検 橋梁定期点検

設計 補修設計


